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１．問題の所在 

日本の校内研修は，校内の教師が１つの研究テーマのも

とで授業を研究していく営為であり，教師の研鑽の場であ

ると同時に学校組織の教育課題を解決する研究の場でもあ

る。したがって，校内研修を十全に機能させることは，参加

する一人ひとりの教師の力量を伸ばすだけでなく，学校全

体の教育活動の改善・改革を行っていく上でも効果が期待

されている。 

しかしながら，実態としての校内研修は，長らくその形

骸化が指摘されてきた。校内研修の果たす意義についての

理論的な位置づけを明確にしていくことは，効果的な研修

のマネジメントを考える上でも重要な課題と言える。 

２．先行研究と理論的枠組み 

校内研修の中核を担うのが，「授業研究」である。校内研

修や授業研究を扱う研究の多くは，共同で計画・実施（参

観）・検討される「研究授業」のための協働場面を中心に扱

ってきた。教師たちは，研究授業を共有する中で同僚と交

流し，その過程を通じて自らの実践の見方を変容させたり，

学び合う人間関係を構築したりすることによって実践を改

善し，ひいては子どもたちの学習を改善させる。 

本論文では，校内研修の中核を担う「授業研究」を，個

別の教師が教室で経験する日常的な研究と研究授業の計

画・実施・検討という学校組織の研究とが一体となって研

究課題を追求していく断続的な過程として捉える。その上

で，教師の成長を実践化と省察によるネットワークとして

理解する Clarke & Hollingsworth (2002）のモデルに，学

校の研究としての発展性を組み込むことによって，学校の

研究と教師の研究とが相互に展開しあう仮説モデルを提案

する（図）。このモデルの上半分は，学校の研究主題に基づ

いて研究授業を実践化・省察する協働的な研究の場を表し

ており，下半分は教師が日常的に行う教室実践における実

践化と省察を表している。個々の教師は研究授業を通じて

協働構築した知識・信念・態度を自身の教室において実践

化することによって，また，研究授業の計画・実施・参観の

場に個人的な知識・信念・態度をもって参加することを通

じて，この２つの場を統合した実践化と省察のネットワー

クを活性化させる。校内研修は，このネットワークの活性

化により十全に機能し，学校と個別の教師の双方にとって

の成果を生み出すと解釈できる。  

３．研究の目的と構成 

本論文は，校内研修が個別の教師の成長と組織としての

実践改善とを両全するものという前提に立ち，仮説モデル

（図）に基づいて研究を行うことにより，校内研修の意義

と課題を論じることを目的としている。 

校内研修の多面的な意義は必ずしも現場の教師の間の認

識と合致しているとは限らない。そこで，まず質問紙調査

によって個別の教師がもっている校内研修に対する認識を

尋ねた（４章）。次に，研究授業を重ねる中で研究主題を深

めていくという学校の研究の過程を可視化するために，指

導案検討の場面を対象として，そこで使われた概念の変化

から，教師集団の授業づくりに関する理解にどのような変

化が生じているかを検討した（５章）。最後に，実際に教師

が校内研修への参加を通じて学ぶ過程について，１年間を

通してインタビューを行うことにより，個別の教師の視点

から学校の研究活動と個人の実践との関連について探った

（６章）。本論文は，これら３つの研究を含む全７章で構成

される。 

４．校内研修に対する個々の教師の意味づけに関する研究 

まず，実際に現場の教師が校内研修に対してどのような

認識をもっているかを探るための質問紙調査を行なった。

質問紙は，校内研修がもつ意味として想定される 10の項目

を設けて４段階で評価を求める尺度項目と，より包括的な 
図．教師の成長と学校改善を両全する校内研修の仮説モデル 
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イメージを尋ねるための比喩生成課題による自由記述式の

項目の大きく２種類の質問によって構成された。 

尺度項目と比喩生成課題のそれぞれについて分析を行い，

その後，得られた知見について総合的に考察を行った。結

果，校内研修に対する教師の認識として，学びの場として

の意味は広く支持されている反面，研究としての意味や，

日々の実践への意味については認識に個人差があることが

分かった。また，教師が校内研修に対してもっているネガ

ティブなイメージの背景には，研究授業の非日常性や，研

究としての成果の不透明性があることが示唆された。 

５．校内研修を通じた学校組織の学習に関する考察 

校内研修は学校の組織レベルの学習に寄与すると考えら

れるが，組織としての知識創造を明らかにすることは容易

ではなく，先行研究もほとんどない。そこで，テキストマイ

ニングを用いることで，指導案検討の場面で教師たちが使

っている概念を抽出し，その種類や内容の変遷から，教師

集団の認知的な変化に迫ることを試みた。 

その結果，検討場面で用いられた概念には，年度半ばを

基点として増加と減少の過程が見られたほか，内容面につ

いても，前半と後半では違いが見られた。このことは，１年

を通して研究授業を重ねることによって，授業づくりに関

する組織レベルの認知の変化があったことを示唆するもの

と考えられる。ただし，全体として教材解釈や教授方略に

関する概念が中心を占めており，この協議会自体が，長期

的な研究主題に基づいた議論というよりも，１時間の授業

に焦点化した本時主義的な議論に留まっていた可能性につ

いては否定できない。 

６．１年間の校内研修の取り組みを通じた教師の学び 

に関する研究 

最後に，個別の教師の立場から，校内研修と教師の学習

との関連を明らかにすることを試みた。２名の若手教師を

対象とし，１年間にわたって，毎回の研究授業後に半構造

化インタビューを行った。尋ねた内容は，「印象に残った話

題や実践」「自身の経験や実践について思い出したこと」

「検討会の中で話し足りなかったこと」「学びになったこ

と，活かしたいと思ったこと」「研究活動に対する思いや考

え」などである。 

インタビューで得られた内容をテーマ化し，時系列に整

理して解釈を行った。結果として，２名の教師の学びには

個性が見られるものの，ともに，自身の日常的な実践と学

校の研究活動とを往還する中で学習している様子が示され

た。しかし，両名は，それぞれの置かれた文脈の中で自身の

実践上の関心と学校の研究主題とを結びつけることに苦心

しており，それには教師自身の力量の問題や制約となる環

境的な要因がかかわっていたと考えられる。 

７．研究の総括 

本研究により，仮説モデル（図）で示したような組織の実

践と個人の実践が相互に関連しあう様子が示された。特に，

６章での研究で得られた２名の若手教師の学びの様子は，

仮説モデルによって説明できるものと考えられる。 

一方，校内研修が抱えている課題もみられた。本研究で

見出すことのできた課題もまた，仮説モデルにおけるネッ

トワークの不全とみなすことにより，２つの問題に整理で

きると考えられる。 

１つは，「日常実践との分断」である。これは，教師の日

常的な授業研究の関心と校内研修で取り組まれる授業研究

の関心が結びつかないことによるものと考えられる。本研

究においては，４章の研究において見られた「日常との分

断」に関するイメージや，６章の研究において若手教師２

名それぞれが置かれている状況が校内研修への参加を難し

くしていたことから解釈されるものである。 

もう１つは，「研究の停滞」によって説明されるネットワ

ークの不全である。これは，４章において「成果の不透明」

に関するイメージが抽出されたこと，また，５章において

見られた概念の変化が，必ずしも研究課題に沿ったものに

なっているとは限らなかったことから示唆されるものであ

る。 

この２つの問題は，いずれもすでに校内研修の課題とし

て提起されてきたものであり，新しい指摘ではない。本研

究の意義は，校内研修が学校改善と教師の学習との両全を

志向するものとしてその関係をモデルに示すことによって，

これまでにも問題とされてきた状況を説明することのでき

る枠組みを提案したことにある。このことは，今後，校内研

修の意義や効果を検討したり，現実に起きている問題状況

を診断したりするための１つの視点となりうる。 

しかし，本研究の成果はこの枠組みの可能性の一部を示

したに過ぎない。現段階のモデルは学校組織の複雑性を捨

象しており，また，研究主題が所与のものとされている点

についても検討が必要である。今後は，学校がもつ組織構

造の機能や，研究主題の設定過程といった点についても組

み込みつつ，さらにモデルの検討を重ねていくことが求め

られる。 
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